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善善
意意
のの

輪輪

  　

市
が
実
施
し
て
い
る
施
策
で
男

女
差
別
が
見
ら
れ
る
場
合
の
苦
情

や
、
市
民
生
活
を
営
む
う
え
で
差

別
的
な
扱
い
を
受
け
た
場
合
の
人

権
侵
害
に
よ
る
相
談
に
つ
い
て
申

し
出
が
で
き
ま
す
。

　

相
談
内
容
に
応
じ
て
、
必
要
が

あ
る
場
合
は
、
市
は
当
該
機
関
等

の
調
査
を
し
た
り
、
説
明
を
求

め
、
助
言
・
指
導
、
是
正
の
要
請

を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
苦
情
を
公
平
に
適
切
か

つ
迅
速
に
処
理
す
る
た
め
、
専
門

知
識
の
あ
る
男
女
平
等
苦
情
処
理

委
員
が
苦
情
処
理
を
行
う
こ
と
も

で
き
ま
す
。

■
受
付
時
間
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
を

除
く
午
前
８
時　

分
～
午
後
５
時

３０

 

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

■
申
出
方
法
苦
情
・
相
談
申
出
書

みみみみみみみみみみみみみみみみ
んんんんんんんんんんんんんんんん
なななななななななななななななな

み
ん
な
ののののののののののののののののの

ひひひひひひひひひひひひひひひひ
ろろろろろろろろろろろろろろろろ
ひ
ろ
ばばばばばばばばばばばばばばばばば

男
女
平
等
社
会
を
め
ざ
し
て

ご
利
用
く
だ
さ

ご
利
用
く
だ
さ
いい

男
女
平
等
に
関
す

男
女
平
等
に
関
す
るる

「
苦
情
」・「
相
談
」
窓

「
苦
情
」・「
相
談
」
窓
口口

対

（
企
画
政
策
課
男
女
共
同
参
画

室
、
公
民
館
各
館
、
図
書
館
本
館

に
あ
り
ま
す
。
ま
た
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
）
に
必
要
事
項
を
明
記
し
、
郵

送
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
直
接
、
企

画
政
策
課
男
女
共
同
参
画
室
へ

 

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
制
度
に

該
当
す
る
か
不
明
な
場
合
は
、
電

話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

 　

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
と
は
、
未
婚
の
交

際
相
手
な
ど
へ
の
暴
力
の
こ
と

で
、
被
害
を
受
け
た
人
の
心
や
身

体
を
大
き
く
傷
つ
け
て
し
ま
う
人

権
侵
害
で
す
。

　

親
密
な
関
係
の
中
で
起
こ
る
た

め
、
顕
在
化
し
に
く
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

市
で
は
、
啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
作
成
し
、
市
役
所
第
二
庁
舎
１

階
入
口
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
ス
タ
ン
ド

等
で
配
布
し
て
い
る
ほ
か
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。

　

人
権
尊
重
の
た
め
、
デ
ー
ト
Ｄ

Ｖ
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

他デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
をを

防
止
し
ま
し
ょ

防
止
し
ま
し
ょ
うう

 　

原
則
毎
週
金
曜
日
と
毎
月
第
２

木
曜
日
に
、
女
性
総
合
相
談
を
実

施
し
て
い
ま
す
（
市
報
毎
月　

日
１５

号
に
翌
月
の
開
催
日
を
掲
載
）
。

　

専
門
の
女
性
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

が
、
あ
な
た
の
お
話
を
じ
っ
く
り

お
聞
き
し
ま
す
。
他
の
専
門
機
関

の
紹
介
も
し
て
い
ま
す
。

　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
ら
れ
ま
す

の
で
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
も
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 

午
後
１
時　

分
～
４
時　

分

３０

３０

（
事
前
予
約
制
）

 

市
民
相
談
室
（
市
役
所
第
二
庁

舎
１
階
）

■
相
談
方
法
面
談
ま
た
は
電
話

 

保
育
あ
り
（
１
歳
以
上
の
未
就

学
児
。
１
か
月
前
ま
で
に
要
事
前

申
込
）

 

電
話
で
、
企
画
政
策
課
男
女
共

同
参
画
室
へ

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

 

企
画
政
策
課
男
女
共
同
参
画
室

（
〒　

儿
８
５
０
４
住
所
不
要
・
市

１８４
役
所
本
庁
舎
２
階
☎　

儿　

儿
９

０４２

３８７

８
５
３ 
　

儿　

儿
１
２
２
４
）

０４２

３８７

女
性
総
合
相
談

女
性
総
合
相
談
をを

ご
利
用
く
だ
さ

ご
利
用
く
だ
さ
いい

時所他申問

FAX

苦情処理窓口（企画政策課男女共同参画室）
来庁・電話・ファクス・郵送等による苦情の申出・相談

市　　長
申出書

④
通知

②
依頼

①
報告

Ⓐ
調査

Ⓑ
助言
指導

是正勧告
③

調査、報告・意見
（助言・指導
　是正要望等）

▷市が実施する男
女平等や、男女共
同参画にかかわる
施策への苦情
（例：○○審議会
委員の男女の割合
が偏っている、公
文書に差別表現が
あるなど）

▷性別によって、
差別や不利益を受
けた場合などの人
権侵害による相談
（例：セクハラが
あるのに、会社が
対策を講じようと
しないなど）

▷日常生活のい
ろいろな悩み相
談（自分自身の
生き方・配偶者
等からの暴力・
離婚・仕事・子
ども・近所づき
あいなど）

資料提出
説明苦情処理委員

男女平等推進審議会

市所管課
当該苦情関係機関等

女性総合
相談等
関係機関

※ⒶⒷは必要に応じて
対応します

連
携

連 

携

市民（市内在住・在勤・在学)

申出者

男女平等に関する苦情処理のしくみ

　日ごろから、ごみの減
量と資源化にご協力いた
だきましてありがとうご

ざいます。電子機器には、さまざまな電池が使用されていますが、この中で、リ
チウム電池には、コイン形など用途によってさまざまな形状のものがあり、一般
の販売店で購入することができます。アルカリ電池などと比べ長時間使えるた
め、日常的に使用する機器にも使われています。一方、リチウムイオン電池は、
充電することで繰り返し使用が可能で、携帯電話やパソコンに内蔵されていま
す。特徴として、安全管理が不十分であったり、外部からの衝撃で圧力がかかっ
たりした場合、発火や爆発につながる危険性を持っており、使用方法を誤ると火
災の原因になる場合もあります。その反面、小さくても大きなパワーを生み出す
ことができ、希少価値の高い素材を使用しているため、きちんと分別して回収す
れば、貴重な資源を繰り返し使用することができます。
　電池については、ごみ・リサイクルカレンダーおよびごみ分別の手引きに記載
されている出し方に沿って分別していただき、市では回収できないものについて
は、回収を行っている販売店等にお持ちください。引き続き、ご理解とご協力を
お願いします。
【１２月のごみ排出量報告】
　１２月分の燃やすごみ１人１日当たり排出量は２５４.９ｇとなり、目標値（２７２.２ｇ）
を１７.３ｇ下回りました。
 ごみ対策課減量推進係（☎０４２−３８７−９８３５）問
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　地震や武力攻撃などの発生
時に、全国瞬時警報システム
（Ｊアラート）から送られて
くる国からの緊急情報を、市
内５８か所に設置している防災
行政無線を用いて市民の皆さ
んへお伝えするため、情報伝
達試験を行います。
 ２月２０日（水）午前１１時ご
ろ
■試験放送の内容渇防災行政
無線チャイム渇「これは、Ｊ

時

アラートのテストです」３回
繰り返し渇「こちらは、ぼう
さいこがねいです」渇防災行
政無線チャイム
 渇この試験は、本市以外の
地域でも、全国的に実施され
ます渇試験放送当日に放送内
容を確認する場合は、自動音
声応答サービス（☎０４２−３８７
−９９００）をご利用ください
 地域安全課地域安全係（☎
０４２−３８７−９８０６）

他

問

防災行政無線を用いた
全国一斉情報伝達試験

社
会
福
祉
協
議
会
取
扱
分

◎
平
成　

年　

月
分
（
敬
称
略
）

３０

１２

【
一
般
寄
附
】

▽　

万
円
＝
坂
口
貞
義
▽
４
万
７

６０
千　

円
＝
㈱
む
さ
し
小
金
井
自
動

４００
車
教
習
所
▽
３
万
円
＝
し
ん
あ
い

保
育
園
▽
１
万
円
＝
匿
名

【
特
定
寄
附
】

◆
子
育
て
支
援
の
た
め
に

▽
７
万
８
千　

円
＝
聖
パ
ー
ト
Ⅱ

４８３

の
歌
を
愛
す
る
お
客
様
一
同
▽
１

万
１
千　

円
＝
小
金
井
教
会
幼
稚

６８３

園
▽
千　

円
＝
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

４２３

ル
ー
プ
ふ
ら
っ
と
▽
千　

円
＝
梶

３７５

野
高
砂
会
▽　

円
＝
本
町
長
生
会

５００

▽
３
万
４
千　

円
＝
匿
名
３
件

１６５

◆
地
域
福
祉
活
動
の
た
め
に

▽　

万　

円
＝
小
金
井
市
社
会
奉

３４

８６６

仕
団
体
連
絡
協
議
会

◆
こ
が
ね
い
市
民
活
動
ま
つ
り
の

た
め
に

▽　

万
円
＝
横
河
・　

円
募
金
の

２０

１００

会
 　

消
防
団
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
防
火
意
識
を
高
め
て
も
ら
う
た

め
、
市
長
・
市
議
会
議
長
等
の
参

加
の
も
と
巡
回
広
報
を
行
い
ま

す
。

　

消
防
団
員
は
、
職
業
を
持
つ
か

た
わ
ら
、
昼
夜
を
問
わ
ず
に
発
生

す
る
災
害
に
備
え
、
常
に
訓
練
を

積
み
重
ね
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
生

命
や
財
産
を
守
り
、ま
た
、安
全
で

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

に
、積
極
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
３
月
１
日
（
金
）
～
７

日
（
木
）
の
春
の
火
災
予
防
運
動

期
間
中
は
、
夜
間
巡
回
広
報
活
動

を
強
化
し
て
行
い
ま
す
。

消
防
団
員
に
よ
る
巡
回

広
報
活
動

 

３
月
３
日（
日
）午
前　

時
ご
ろ

１０

 

地
域
安
全
課
防
災
消
防
係
（
☎

　

儿　

儿
９
８
０
７
）

０４２

３８７

 　

図
書
館
の
子
ど
も
向
け
「
お
は

な
し
会
」
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
と
協
働
し
て
運
営
し
て
い
ま

す
。
平
成　

年
度
に
参
加
を
希
望

３１

す
る
団
体
を
募
集
す
る
に
当
た

り
、
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

 

３
月
６
日
（
水
）
午
前　

時　
１０

３０

分
～　

時　

分

１１

３０

 

図
書
館
本
館
地
階
集
会
室

 

当
日
直
接
会
場
へ

※
新
規
の
団
体
は
、
２
月　

日
ま

２２

で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い

 

図
書
館
本
館
（
☎　

儿　

儿
１

０４２

３８３

１
３
８
）

時問図
書
館
「
お
は
な
し
会
」

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
を
募
集

時所申問

ごみ1人1日当たりの排出量（単位：g）

（参考）燃やすごみ
前月・前年度同月の排出量 269.0 264.9

30年度
11月

29年度
12月

（参考）燃やさないごみ
前月・前年度同月の排出量 32.4 39.9

30年度
11月

29年度
12月燃やさないごみ

（市内全域） 34.6 33.0 1.6
12月 目標量 差引

燃やすごみ
（市内全域） 254.9 272.2 △17.3

12月 目標量 差引

目標より
増えちゃった

やった
減量成功


